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令 和 

５年度 

決算の説明  

主な事業内容を説明します 

 

酒々井の町づくり 

人 自然 歴史 文化 が調和した 

活力あふれるまち 酒々井 

⚫ ７つの基本目標ごとに取り組んでいきます 
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資料の見方 

⚫ 目標１ 誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり（健康・福祉・子育て） 
この目標は総合計画における将来都市像を実現するための７つの基本目標の一つです 

⚫ これは、町が独自で行っている事業です 酒々 井町独自 

◆○○○事業◇     １２，３４５千円（△△課） 

（財源：国県支出金6,172千円 地方債5,500千円 その他特財55千円 一般財源618千円） 

⚫ 「○○○事業」に係る決算額及び担当課を記載しています。 

⚫ 財源内訳は、国県支出金、地方債、その他特財（使用料・手

数料、分担金、負担金、寄附金、繰入金、諸収入等）です。 

一般財源とは、「○○○事業」に係る財源内訳のうち、皆様

から納められる税金や地方交付税等です。 

目標１ 誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり （健康・福祉・子育て） 

目標２ 人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり  （教育・文化） 

目標３ 豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり                 （生活安全） 

目標５ 便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり                 （都市基盤） 

目標６ 活力と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり             （産業・経済） 

目標７ 多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり（地域生活・行財政） 

各特別会計、水道・下水道事業 

⚫ これは、その年度の新たな事業です  新 規 

目標４ 自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり             （環境共生） 
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（財源：国県支出金１５，５８８千円 一般財源４４，３９４千円） 

保健の向上及び経済的負担の軽減を図るため、中学生までの医療費の自己負担分を助成しました。 

 

  

 

 

（全額一般財源） 

保健の向上及び経済的負担の軽減を図るため、高校生の入院に係る医療費の自己負担分を令和５年

８月診療分から償還にて助成しました。 

 

 

 

（財源：国県支出金１８２，４０２千円 一般財源３４，７１０千円） 

中学校３年生までを対象に、児童手当を支給しました。 

受給できる方：子どもを養育する父母等 

児童手当の額：３歳未満         月額 １万５千円 

３歳から小学校６年生まで 

第１子・第２子    月額 １万円 

第３子以降      月額 １万５千円 

         中学生          月額 １万円  

所得制限限度額以上、所得上限限度額未満の場合の児童手当の額：一律 月額 ５千円 

 

 

 

（財源：国県支出金３，９６５千円 一般財源４，６３４千円） 

＊ひとり親家庭等医療費助成 ７，７７６千円 

  ひとり親家庭の父母等及びその児童（年度末で１８歳以下（心身の基準以上の障害がある場合

は２０歳未満まで））の医療費等の自己負担分の一部を助成しました。（入院・通院・調剤） 

※支給者 １７４人 

 

＊町母子寡婦福祉会補助金 ８５千円 

  母子寡婦福祉会の活動を支援するため助成しました。 

一部酒々井町独自 

酒々井町独自 

◆ひとり親福祉推進事業◇         ８，５９９千円（健康福祉課） 

目標１ 誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり （健康・福祉・子育て） 

子育て支援等の施策  

◆子ども医療費助成事業◇        ５９，９８２千円（こども課） 

◆児童手当支給事業◇         ２１７，１１２千円（こども課） 

◆高校生医療費助成事業◇           ２０５千円（こども課） 

 新 規 
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 （財源：国県支出金１，１７８千円 一般財源５１，７３３千円 その他３，３０３千円） 

（財源：国県支出金１，３１１千円 その他特財５，７１７千円 一般財源４６，３３８千円） 

就労等により昼間保護者が家庭にいない乳幼児を対象に保育を行いました。 

※在籍人数（令和６年３月１日現在） ４８人（うち管外０人） 

 

 

 

   （財源：国県支出金３，６４８千円 その他特財２１，８３２千円 一般財源９７，０６１千円） 

就労等により昼間保護者が家庭にいない乳幼児を対象に保育を行いました。 

※在籍人数（令和６年３月１日現在） １２９人（うち管外４人） 

 

 

 

  （財源：国県支出金１４７，５５５千円 その他特財４，０８９千円 一般財源４４，１７９千円） 

町立保育園以外の保育園等へ保育を委託しました。３歳児以上の幼稚園や保育園を利用する児童の

保護者に対し施設を利用する認定や無償化の認定を行い、保護者が負担する保育料を無料としました。 

私立昭苑こども園在籍人数（令和６年３月１日現在）１３０人（うち管外４人） 

管外委託保育 １０人 

 

 

 

（財源：国県支出金１６，６６３千円 その他特財１００千円 一般財源１４，３７４千円） 

「子育て支援センター あいあい」では、様々な子ども・子育て支援事業を実施し、子育て中の親

子の交流促進や育児相談等を行いました。 

＊地域子育て支援拠点事業（保育士等による子育て中の親子の交流促進や育児相談等） 

 あいあい（週６日）利用者数 ４，５５３人 

 しょうえんこどもこそだてルーム（週５日・委託）利用者数 １，１０２人 

  ＊ファミリー・サポート・センター事業（子育ての相互援助活動の連絡調整） 

   登録者数 １０８人 活動件数 １２３件 

  ＊利用者支援事業（身近な場所での教育・保育に関する相談等） 

   相談件数 ５１１件 

 

 

 

 

 

 

 

◆中央保育園運営事業◇             ５３，３６６千円（こども課） 

◆岩橋保育園運営事業◇             １２２，５４１千円（こども課） 

◆保育委託事業◇                １９５，８２３千円（こども課） 

◆子ども・子育て支援事業◇         ３１，１３７千円（こども課） 



SHISUI 

                       酒々井の町づくり - 3 - 

 

（財源：国県支出金８６８千円 一般財源２，１２１千円）様々な体験等を通して児童の健全 

（財源：国県支出金４４１千円 一般財源１，０１５千円） 

様々な体験等を通して児童の健全育成を図るため、小学校の体育館などを活用し、地域の方々の協

力を得て、放課後子ども教室を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金３１，１３２千円 一般財源２２，２３０千円） 

昼間、就労等により保護者がいない小学生を対象に、町内４か所において、放課後の安全な居場所

を提供するとともに、遊びや学習等の支援を行い、児童の健全な育成を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（全額一般財源） 

低所得世帯等が扶養する子どもの高校進学に対し、必要な経費（入学金及び学用品の購入など）を

１０万円を限度に支給しました。 支給件数 ７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒々井町独自 

◆放課後子ども教室事業◇         １，４５６千円（こども課） 

◆放課後児童クラブ事業◇        ５３，３６２千円（こども課） 

◆高等学校等奨学給付金事業◇        ７００千円（こども課） 

酒々井小学校・大室台小学校…週１回開催 

 開 催 日 開催日数 登録児童数 参加児童数（１日平均） 

酒々井小学校 毎週火曜日 ２８日 ２１９人 ３３人 

大室台小学校 毎週月曜日 ２２日 ２０８人 ３３人 

 

名  称 委託料・補助金 開設日数 
登録児童数 

(R6.3.31 現在) 

酒々井小学校児童クラブ １７，９８０千円 ２９０日 ９４人 

大室台小学校児童クラブ １７，４３６千円 ２８７日 ５１人 

昭苑学童クラブ  ８，９２０千円 ２８０日 ６０人 

BEAR BEE 学童クラブ  ２，８４７千円 ２４５日 １４人 
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（財源：全額国県支出金） 

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、電力・ガス・食料品等の価格高騰による

負担増を踏まえ、物価・賃金・生活総合対策として、特に家計への影響が大きい低所得世帯に対し生

活・暮らしの支援を行う観点から、令和５年度住民税均等割非課税世帯及び新型コロナウイルス感染

症の影響を受けて、令和５年１月以降に家計が急変し、世帯全員が令和５年度住民税均等割が非課税

である世帯と同様の事情にあると認められる世帯に対し、１世帯あたり３万円を支給しました。 

＊支給世帯 １，５１２世帯 

 

 

 

 

（財源：全額国県支出金） 

政府の総合経済対策として、新たな物価高騰対策である「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金」活用して、低所得世帯等に１世帯あたり７万円を給付しました。 

＊支給世帯 １，６３５世帯 

 

 

 

 

                                

（財源：その他１０千円 一般財源６１，２８８千円） 

＊しすいふれ愛タクシー運行事業 ２５，５９０千円 

巡回・デマンド複合型新総合交通システム（しすいふれ愛タクシー）の円滑な運営を図るため、

社会福祉協議会に事業を委託し、高齢者などの日常生活の利便性の向上を図りました。             

＊車両 ３台（１０人乗り２台・１３人乗り１台） 

       ＊運行日数・利用者 ２４３日・延べ １１，３４７人 

 

＊福祉団体等助成事業 ２７，１２５千円 

福祉活動を行う団体に対して、活動を支援するため助成しました。 

＊町社会福祉協議会 ２６，４７５千円 

＊町遺族会 １００千円 

＊町更生保護女性会 ５０千円 

＊蛍雪学園 ５００千円 

 

社会福祉施策  

◆社会福祉一般事務費◇         ６１，２９８千円（健康福祉課） 

酒々井町独自 

臨時特別給付金 

コロナ対策 

物価高対策 

◆電力・ガス・食料等価格高騰緊急支援給付金支給事業◇ ５０，７９８千円（健康福祉課） 

◆電力・ガス・食料等価格高騰緊急支援給付金支給事業◇ １１８，２１０千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出２３１千円 一般財源１，０９９千円） 

  ＊町民生委員児童委員協議会補助金 ２９６千円 

民生委員児童委員の活動を支援するため助成しました。 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金１５，８１４千円 一般財源２９，５２９千円） 

  ＊重度心身障害者医療費給付事業 ２６，５６７千円 

  重度の身体・知的・精神障害者の医療費等の自己負担分を助成しました。 

 （入院・通院・調剤） 

＊支給者 ５９人 

 

 

＊福祉タクシー事業 ５４７千円 

重度の身体障害者、知的障害者がタクシーを利用した場合、料金の２分の１（１，０００円を 

   上限）を助成しました。 

＊利用者 ６９人 

   

＊ねたきり身体障害者・重度知的障害者福祉手当支給事業 ８４０千円 

   在宅の２０歳以上のねたきりの身体障害者や重度の知的障害者又はその介護者の経済的負担

の軽減を図るため、月額８，６５０円を支給しました。 

＊支給者 ９人 

   

＊指定難病見舞金支給事業費 ４，５５１千円 

  指定難病の療養者に月額３，０００円の見舞金を支給しました。 

＊支給者 １３９人 

   

＊紙おむつ等購入助成事業 １，７２０千円 

在宅で身体障害者・療育手帳をお持ちの方に、紙おむつ等購入助成券（１枚１，０００円、月

３枚）を交付しました。 

＊利用者 ６４人 

 

＊障害者グループホーム等入居者家賃助成・運営費補助事業 ３，７７７千円 

   障害者の地域生活移行を促進し、障害者の福祉の増進に寄与するため、障害者グループホーム 

障害福祉施策  

◆民生委員児童委員活動事業◇       １，３３０千円（健康福祉課） 

◆障害者福祉事業◇           ４５，３４３千円（健康福祉課） 

酒々井町独自 

酒々井町独自 
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運営者に運営費補助金を入居者へ家賃助成を支給しました。 

＊支給施設 ９施設 

＊支給者 １９人 

   

＊福祉団体助成事業 ４００千円 

  福祉活動を行う団体に対して、活動を支援するため助成しました。 

＊町手をつなぐ親の会 ４００千円 

 

 

 

（財源：国県支出金３１１，３５１千円 一般財源１２４，２７２千円 その他３，２１６千円） 

＊自立支援給付 ３１７，０５３千円 

  障害者に介護給付費・訓練等給付費、自立支援医療費、補装具費等を給付しました。 

 ＊介護給付費・訓練等給付費 ２８３，２１５千円 延べ ２，１０９人 

 ＊自立支援医療費 ３２，６１５千円 

利用者 育成医療 入院２人 

更生医療 通院３９人、入院１５人 

療養介護医療 ３人 

 ＊補装具費 １，２２３千円 利用者 １６人 

 

＊地域生活支援事業 ２２，１３７千円 

  障害者の地域での生活を支援しました。 

 ＊相談支援事業 １１，６４７千円 利用者 ３５９人 

 ＊意思疎通支援事業 ７５４千円 利用者 ８人 

 ＊日常生活用具給付事業 ４，１３０千円 利用者 ３８人 

 ＊手話奉仕員養成研修事業 ２６９千円 利用者 ７人 

 ＊移動支援事業 ７１３千円 利用者 ７人 

＊地域活動支援センター事業 ３５０千円 利用者 ２人 

 ＊訪問入浴サービス事業 ２，１９３千円 利用者 ３人 

 ＊日中一時支援事業 ２，０８１千円 利用者 １４人 

  

＊障害児給付 ８４，２７４千円 

児童発達支援、放課後等デイサービス等を行いました。 

＊児童発達支援 利用者延べ ３２０人 

＊放課後等デイサービス 利用者延べ ９８６人 

 

 

 

 

◆障害者総合支援事業◇        ４３８，８３９千円（健康福祉課） 



SHISUI 

                       酒々井の町づくり - 7 - 

 

 

 

 

（財源：その他１，６６９千円 一般財源２３，４８３千円） 

＊生きがいデイサービス事業 ４，０６１千円 

介護保険の認定を受けていない高齢者の介護予防を目的に、隣保館、中央公民館を会場に事業を

実施しました。 ＊参加者 ６９人 

 

  ＊緊急通報装置貸与事業 ３，５５２千円 

６５歳以上のひとり暮らし高齢者、ひとり暮らしの重度身体障害者、高齢者世帯で世帯に属する 

者のいずれかが介護認定者又は重度身体障害者である方に、緊急通報装置を貸与しました。 

 ＊貸与者 ８１人 

 

＊はり・きゅう・マッサージ等施術利用料助成事業 ５，０６８千円 

６５歳以上の方に、はり・きゅう・マッサージの利用券（１枚１，０００円・月２枚）を交付し 

ました。 ＊利用者 ５２４人  

 

＊福祉タクシー事業 ９２９千円 

介護保険の要支援２又は要介護認定者がタクシーを利用した場合、料金の２分の１（１，０００ 

円を上限）を助成しました。 ＊利用者 １１２人 

 

＊紙おむつ支給事業 １，９１５千円 

在宅で、市町村民税非課税世帯に属する要介護１・２の方又は要介護３以上の方※に対し、紙お

むつ等購入助成券（１枚１，０００円、月３枚）を交付しました。（※所得制限あり） 

＊利用者 ９０人 

 

＊老人福祉大会事業 ４２５千円 

９月１８日 老人福祉大会開催 

８８歳の方へ顕彰状および記念品を町・酒々井町社会福祉協議会から贈呈しました。 

＊８８歳長寿者 １１３人 

 

＊８０歳の青年式事業 ２４９千円 「会場変更の影響により式典中止」 

 ８０歳以上の健康者表彰対象者へ顕彰状および記念品を送付しました。 

 ＊８０歳以上の健康者表彰 ８６人 

 

＊町水仙クラブ連合会補助金 １，３００千円 

水仙クラブ連合会の活動を支援するため助成しました。 

＊１８団体 ２６７人 

 

高齢者福祉施策  

◆老人福祉事業◇            ２５，１５２千円（健康福祉課） 
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＊高齢者外出支援タクシー利用助成事業 ６，０４１千円 

７５歳以上で運転免許証を有していない方又は病気などにより自動車などを運転することがで 

きない方に対し、タクシー利用助成券（１枚５００円）を年度分として最大４８枚を交付しました。 

＊利用者 ５３０人 

 

＊高齢者運転免許証自主返納支援事業 ８０千円 

  運転免許証を自主返納された方で、自主返納時の年齢が７０歳以上７５歳未満の方に対し、外出 

を支援するため、タクシー利用助成券を交付しました。（交付は、１人１回限り） 

＊利用者 １９人 

 

＊結婚５０周年夫婦記念品支給事業 １８７千円 

 婚姻後５０周年を迎えた夫婦に対し、記念品を贈りました。＊利用者 １７組 

 

 

 

（財源：全額その他） 

高齢者など多世代が交流できる拠点施設を指定管理者により運営しました。 

延べ入館者数 ４，２６６人、一日あたり平均約１４人 

 

 

 

（全額一般財源） 

高齢者の生きがい支援として、豊かな経験と能力を積極的に活かすための就業を援助し、健康増進

に資するシルバー人材センターの機能充実に向けた支援を行いました。 

 

 

 

（財源：国県支出金３７，３１３千円 その他６，５９８千円 一般財源２６７，７４４千円） 

※療養給付費負担金 ２３０，３８６千円（市町村定率負担分１／１２に相当する額） 

※保健事業 

健康増進並びに医療費の適正化を図るため、千葉県後期高齢者医療広域連合からの委託により、 

後期高齢者を対象とした健康診査を実施するとともに、病気の早期発見と早期治療に役立てるため、 

人間ドック費用の７割を助成しました。 

＊高齢者の健康診査   ４，６３０千円  ６５５人受診 

＊人間ドック費用の助成 ９，５３１千円  ２３７人利用 

 

 

 

 

 

◆後期高齢者医療事業◇       ３１１，６５５千円（健康福祉課） 

◆生きがい創造支援事業◇        １，４８０千円（住民協働課） 

◆交流拠点施設げんき館運営事業◇     ３，６４１千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出金４，０５５千円 一般財源５０千円） 

国民年金の資格取得届、免除申請、裁定請求等の受付と日本年金機構への報告及び送付を行いまし

た。また、国民年金に関する相談と社会保険労務士による年金全般に関する相談を年６回実施しまし

た。これらの年金相談や届出時の説明により、年金制度の意義・役割の周知と保険料納付の促進を図

りました。 

＊資格取得届等 １，１８４件  ＊免除申請送付 １，０９９件 

＊裁定請求      ３４件  ＊相談数    １，５７６件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民年金事業  

◆国民年金一般事務費◇         ４，１０５千円（健康福祉課） 



SHISUI 

                       酒々井の町づくり - 10 - 

 

 

 

 

                （全額一般財源） 

＊夜間医療体制等の確保 ３，７９２千円 

夜間、日曜日・祝日及び年末年始の医療、小児初期急病診療サービスを確保しました。 

【印旛市郡小児初期急病診療所】（０～１５歳） 

診療日 診  療  時  間 

月～土曜日 １９時～２３時 

日曜日・祝日・年末年始 ９時～１７時、１９時～２３時 

場 所：佐倉市江原台２－２７（佐倉市健康管理センター内） 

電 話：０４３－４８５－３３５５ 

【成田市急病診療所】 

場 所：成田市赤坂１－３－１（成田市保健福祉館敷地内） 

電 話：０４７６－２７－１１１６ 

 

 

＊保健センター改修事業 １９，８５７千円 

昭和５９年３月に建設された保健センターは、地域保健の重要な役割を担っている施設であり、また、

災害時の救護所として位置づけられていることから、町民の生命と健康を守るため、改修事業に係る設

計業務を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目 診   療   日 診療時間 

内科 

小児科 

毎日（日曜日を含む） １９時～２３時 

日曜日・祝日８月１３日～１５日・１２月２９日～１月３日 １０時～１７時  

外科 日曜日・祝日８月１３日～１５日・１２月２９日～１月３日 １０時～１７時 

歯科 
祝日（日曜を除く）・振替休日 

８月１３日～１５日・１２月２９日～１月３日 
１０時～１７時 

◆保健センター一般事務費◇       ３２，００４千円（健康福祉課） 

 新 規 

健康づくり施策  
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（財源：国県支出金４５６千円 一般財源４９，２７１千円） 

次の予防接種を行い、個人の健康管理を行うとともに感染症の流行防止に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆予防接種事業◇            ４９，７２７千円（健康福祉課） 

 対 象 内 容 費用 
対象者数

(人) 

接種者数 

(人) 

定 

期 

接 

種 

乳幼児 

百日せきジフテリア破傷風ポリオ混合 

無 料 

３４４ ３７２ 

麻しん風しん混合（１期・２期） ２１１ １８９ 

ＢＣＧ  ８６  ８３ 

日本脳炎（１期・２期） ４６４  ４０５ 

ヒブ ３４４ ３１２ 

小児用肺炎球菌 ３４４ ３４８ 

水痘 １８４ １６９ 

Ｂ型肝炎 ２５８ ２５７ 

ロタウイルス １７２  １８５ 

９歳～１９歳 日本脳炎（特例措置）  － ２８ 

小学６年生 ジフテリア破傷風混合 １４６ １１８ 

小学６年生～高校１

年生女子（女子）・ 

未接種者 

子宮頸がん 

（ヒトパピローマウイルス） 
１，２２７ ２２５ 

６５歳以上希望者 インフルエンザ 
助成額 

4,000円 
６，７１２ ４，２０９ 

６５歳以上で５歳刻

み年齢の未接種者 
高齢者肺炎球菌 

助成額  

4,600円 
８８０ ２０１ 

昭和 37 年４月２日

～昭和 54 年４月１

日生まれの男性 

抗体検査 無料 １，８００ １２０ 

麻しん風しん混合 無料  ― ２０ 

任意

接種 

２歳～１７歳の未

接種者 
麻しん風しん混合 無料  ― １ 

１８歳以上の妊娠

を希望する女性と

その配偶者 

麻しん風しん混合 

助成額    

麻しん風しん

5,000円 

風しんのみ 

3,000円 

― ７ 
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（財源：国県支出金６７，８６９千円 一般財源８，３５６千円） 

新型コロナウイルス感染症の予防および重症化予防のため新型コロナウイルスワクチン接種を実

施しました。また、実施に向けてシステム改修、コールセンターの設置、接種券作成等を行いました。 

 

 

 

（財源：国県支出金２，５６３千円 その他２，１７３千円 一般財源２１，８３６千円） 

保健センターを主な会場に、健康教育、健康相談、健康手帳の配布、各種検診を行いました。 

項     目 対象等 実施回数・参加者数 

健康教育 

糖尿病予防教室※ ２０歳以上    １回・２６人 

ヘルスアップセミナー※ ２０歳以上    ７回・延べ３６人 

いきいきしすいっ子教室 酒々井小・大室台小 ５年生 各校１回 １２５人 

健康相談      ― 
来所者 延べ９７人 

電話  延べ２３人  

健康手帳の配布 ２０歳以上の希望者 ３２５人 

健幸ポイント事業 ２０歳以上の町民         １６人 

 

項     目 対  象 自己負担 
対象者数 

(人) 

受診者数 

(人） 

乳がん検診 

エコー 
３０歳代・４０

歳代偶数歳 

保健センター1,000円 

医療機関 2,000円 
６，８９２ 

１２８ 

マンモグラフィ 
５０歳以上・４

０歳代奇数歳 

保健センター1,000円 

医療機関 2,000円 
１，０６９ 

子宮頸がん検診 ２０歳以上 
保健センター1,000円 

医療機関 2,000円 
４，３５８ ５２５ 

胃がん検診 ４０歳以上 １，０００円 １３，２５５ ７３５ 

大腸がん検診 ４０歳以上 
保健センター300円 

医療機関 700円 
１３，２５５ １，７９８ 

◆感染症予防対策事業◇         ７６，２２５千円（健康福祉課） 

◆結核健康診断事業◇           １，３６８千円（健康福祉課） 

◆健康増進事業◇            ２５，２０４千円（健康福祉課） 

コロナ対策 

酒々井町独自 
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＊酒々井健康プラン策定業務 １，１４４千円 

  子どもから高齢者まで誰もがいきいきと輝くまちづくりを目指して健康増進・食育推進・歯科口腔

保健・自殺対策を一体的に推進するため、平成３１年３月に策定した「酒々井健康プラン」の中間評

価を令和５、６年度の継続事業として実施し、計画内容の見直しを行います。 

  令和５年度は、１８歳以上の町民、小学４年生及び中学１年生を対象者にアンケート調査を実施し

ました。令和６年度は、アンケートを集計し現状の把握、課題の整理、中間評価、計画の改訂を行う

予定です。 

 

 

 

（財源：国県支出金１５，６９８千円 その他６千円 一般財源１５，８８９千円） 

次の母子保健事業を行いました。 

 

事 業 名 対  象 実施期間 対象者数（人） 受診者・参加者数（人） 

母子健康手帳交付 妊婦 通年 ９５ （面接者数）９４ 

妊婦・乳児支援タクシー 

妊婦・産婦 通年 ７９ 利用者 ３６ 

妊婦・乳児 

一般健康診査 

妊婦（１４回） 
通年 

１０８  延べ １，０９４ 

乳児（２回）  ― 延べ   １０９ 

結核・肺がん検診 ４０歳以上 ３００円 １３，２５５ １，３５４ 

肝炎ウイルス検診 ４０歳以上 無 料 ２，２４５ ３１８ 

骨粗しょう症予防検診 

30・35・40・45・

50・55・60・65・

70歳（女性） 

５００円 １，０７３ ２１２ 

成人歯科検診 ４０歳以上 無 料 １３，２００ １０７ 

 

※乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診には、無料クーポン券によるがん検診受診者を含む。  

 

再掲 無料クーポン券によるがん検診 

項  目 対  象 
対象者数 

（人） 

受診者数 

（人） 

子宮頸がん検診 ２０・２５・３０・３５・４０歳 ５４４ ８３ 

乳がん検診（マンモグラフィ） ４０・４５・５０・５５・６０歳 ６７４ １６７ 

大腸がん検診 ４０・４５・５０・５５・６０歳 １，３３５ １６７ 

酒々井町独自 

◆母子保健推進事業◇           ３１，５９３千円（健康福祉課） 
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ママ・パパ歯科検診 
妊婦 

配偶者 
通年 

妊  婦  ９５ 

配偶者  ―  

妊  婦  ３０ 

配偶者  １６ 

マタニティ 

・ママパパクラス 
妊婦・家族 

１ｺｰｽ 4回 

年３ｺｰｽ 
― 延べ     １０４ 

新生児・産婦訪問指導 新生児・産婦 通年 ９４  ９４ 

産後ケア事業 産婦 通年 ８８ 延べ    １０ 

出産子育て応援給付金 
妊婦 

養育者 
通年 

１７８ 

１６９ 

１７８ 

１６９ 

乳児相談 
４か月児 

年１１回 
８５ ７５ 

１０か月児 ８９ ７１ 

出生祝品の配布 

（ブックスタート） 

            

            

４か月児 年１１回 ８５ ７８ 

幼児健康診査 
１歳６か月児 年６回 １００ ８９ 

３歳児 年６回 ８５ ８５ 

２歳児歯科健康診査 ２歳児 年４回 ８２ ６３ 

なかよしはみがき教室 
保育園児 

幼稚園児 
年６回 ９４ ８６ 

幼児健診事後指導教室 

（遊びの教室どんぐり） 
幼児・保護者 年１２回 ―  延べ    ４０組 

心理発達相談 

（親子相談） 
幼児・保護者 年１０回 ―  延べ      １７組 

ことばの教室プラム 
３歳６か月 

～未就学児 
年２５回 ―  延べ      ７４    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒々井町独自 
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（全額一般財源） 

＊私立幼稚園運営費・教材費補助事業         ２５１千円 

町内の私立幼稚園（子ども・子育て支援法の確認を受けた私立幼稚園を除く。）に運営費及び教材

費を補助しました。 

＊運営費補助金  １園当たり   ２０万円 

＊教材費補助金  園児（町内在住）１人当たり  １千円 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金３９９千円 その他特財１７８千円 一般財源６７，０１３千円） 

＊特別支援学級介助員配置事業（酒小４人、大小２人）６，７８１千円 

小学校の特別支援学級に在籍する児童の学習活動や学校生活の支援・補助を行うため、介助員を配

置しました。 

 

  

 ＊学習指導等専門支援員配置事業（小２人、中３人） ５，８８４千円 

特色ある教育活動を推進するための支援員を小・中学校に配置しました。 

 

 ＊学習指導等専門支援員（理科専属）配置事業   ２，０３２千円 

小学校５・６年生の理科の授業を中心に観察・実験活動の充実を図るため、理科専属の支援員を２

校に配置しました。 

 

 

 

 

 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

幼稚園と小・中学校の施策  

◆私立幼稚園補助事業◇            ２５１千円（こども課） 

目標２ 人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり  （教育・文化） 

◆教育総務一般事務費（学校教育課）◇ ６７，５９０千円（学校教育課） 



SHISUI 

                       酒々井の町づくり - 16 - 

  

 ＊教育アドバイザー配置事業（２人）      ３，５２７千円 

国際交流事業やＡＬＴ（外国語指導助手）の活用を図るとともに、外国人等への日本語指導を行う

アドバイザーを小・中学校に派遣しました。 

 

  

 ＊学習活動支援員（介助員）配置事業       ４，７３４千円 

小・中学校へ通う肢体不自由等の理由から特別に支援を要する児童生徒個人を支援するため、介助

を目的とした支援員（３人）を小・中学校に配置しました。 

 

 ＊部活動指導員配置事業               １９５千円 

生徒の心身を鍛え、健やかな成長を促すため、中学校に部活動指導員を配置し、部活動の充実を図

りました。 

 

  

 ＊学校保健支援教員配置事業          １，５８９千円 

学校保健支援教員１名を配置し、養護教諭が校外学習等で不在の時などに、各学校へ出向き保健室

の対応を行いました。 

また、学校集団検診等の補助、記録の入力など養護教諭を補佐しました。 

 

＊ＩＣＴ授業支援教員配置事業         ２，６５８千円 

学校教育課にＩＣＴ授業支援教員１名を配置し、各学校に週１日以上出向き、令和３年度から本格

運用を始めた１人１台パソコンを活用した授業の支援を行いました。 

 

  

 ＊教育ファシリテーター配置事業        ２，０７４千円 

学校教育課に教育ファシリテーター１名を配置し、行政組織との連絡調整や地域学習等の教材開発

を通した「酒々井学(ふるさと学習）」の学習プログラムを作成・実施するとともに授業への支援を行

いました。 

 

 

 

 

 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 
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＊酒々井学推進事業                    ７３０千円 

酒々井町の郷土の歴史に対して、実感をもって学習できるように、各小学校に設置した学校郷土資

料館を継続的に整備し、展示内容の充実化を図りました。 

また、小・中学校の地域学習・地域活動への支援を行うために、行政組織等との連絡調整や地域素

材を活用した「酒々井学」の学習プログラムを作成・実施し、児童生徒のふるさと意識の向上を図り

ました。 

 

  

  ＊スクールバス運行業務委託事業        １４，２８０千円 

酒々井小学校の遠距離通学の児童に対して、町ふれ愛タクシーをスクールバスとして委託し、馬橋、

墨、伊篠、伊篠新田地区等の児童の交通手段を確保しました。 

  なお、平成２９年度からは、町ふれ愛タクシー（３台）と町所有車（１台）の合計４台で運行しま

した。 

 

  

 ＊人権・同和教育研究補助金             ２００千円 

人権・同和教育の推進を図るため、町教育委員会が指定した小学校又は中学校の研究指定校に対し、

研究活動費として補助金を交付しました。 

 

  

 ＊保小中連携事業活動補助金             ３００千円 

保育園(こども園）・小学校・中学校で相互の連携を促進し、接続の円滑化を図ることにより、生徒

指導や学習指導を継続的に実施しました。小一プロブレム、中一ギャップの解消にもつながる連携活

動に対して補助金を交付しました。 

 

 
 ＊町立小・中学校修学旅行費補助金        １，５００千円 

令和４年度から、保護者の経済的負担の軽減を図るため、町立小・中学校が実施する修学旅行に対

し、小学校は１学級当たり１０万円、中学校は１学級当たり２０万円の補助金を交付しました。 

 

 

 

 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自  

酒々井町独自 

酒々井町独自 
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               （財源：その他特財７７千円 一般財源１６，５３１千円） 

【外国語教育】 

＊英語専科教員（２人）          ４，３３４千円 

令和２年度から開始された小学校５・６年生の教科「英語科」について児童の英語力向上のため英

語専科教員を各小学校に配置し、あわせて学習指導や学習評価を実践研究しつつ、学校職員への研修

も実施しました。 

 

＊外国語指導助手（ＡＬＴ：３人）     １０，１８３千円 

小・中学校にＡＬＴ（外国語指導助手）を１名ずつ配置し、ネイティブな英語にふれることを通し

て、学習意欲、異文化理解及びコミュニケーション能力を高め、児童生徒の確かな学力を育みました。 

さらに保育園（こども課：業者委託 週１回 ３～５歳児対象）で養われた英語力を小学校で途切

れることなく中学校へつなげることで一貫した外国語教育を実施しました。 

 

【国際交流事業】 

＊派遣事業                    ０千円 

酒々井中学校生徒をドイツへ派遣し、ホームステイや学校での体験学習を通して、英語力等のコミ

ュニケーション能力の育成を目的としている派遣事業です。令和５年度は新型コロナウイルス感染症

の影響により渡航困難等のため事業を中止としました。 

 

＊受入れ事業                   ０千円 

隔年でドイツから生徒を受け入れる事業です。令和５年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ

り渡航困難等のため事業を延期としました。 

 

  

 

 

（全額一般財源） 

教育委員会に適応指導教室「ふれあいルーム」を設置し、不登校児童生徒等を対象にカウンセリン

グや学習指導、小集団活動等を取り入れ、集団適応と学校復帰を支援しました。 

 

 

 

 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

◆児童生徒国際交流振興事業◇     １６，６０８千円（学校教育課） 

◆ふれあい教室運営事業◇        ２，２６８千円（学校教育課） 
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（全額一般財源） 

各小・中学校図書館に図書館アシスタントを配置し、児童生徒の生涯にわたる読書習慣の育成と学

校図書館の活用推進を図りました。また、町立図書館と学校図書館が連携し、学校図書館の機能の充

実と児童生徒の図書館活用のための支援を行いました。 

 

 

 

（財源：国県支出金２９１千円 その他特財１８３千円 一般財源７，４４３千円） 

  
＊パワーアップＥ助成事業            ７４千円 

英語への理解・関心をさらに高めるため、町立小学校６年生の全児童に対して、英語検定の検定料

を１人年１回全額助成しました。 

 

  

 ＊酒々井小学校水泳指導委託事業      ３，３６４千円 

酒々井小学校のプールは老朽化により使用できないため、施設の借用及び水泳指導（送迎を含む）

を民間企業に業務委託しました。 

 

  

＊豊かな心を育むＣＴＳプラン事業補助金     ２００千円 

学習指導要領の趣旨に添い豊かな心を育む特色ある教育活動を行うため、小学校に補助金を交付し

ました。 

（注）ＣＴＳは、Ｃhild，Ｔeacher，Ｓchool・Societyの略。 

 

 ＊要保護・準要保護就学援助費支給事業   １，８５７千円 

経済的理由により、就学困難と認められる児童の保護者に対し就学援助を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

＊酒々井小学校教育活動の充実       ２，５００千円 

酒々井小学校の教材備品や学校図書の充実を図りました。 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

◆学校図書館推進事業◇         ２，３５０千円（学校教育課） 

◆酒々井小学校教育振興事業（酒々井小）◇ ４，２４５千円（学校教育課） 

◆酒々井小学校教育振興事業（学校教育課）◇７，９１７千円（学校教育課） 
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     （財源：国県支出金１４６千円 その他特財１４０千円 一般財源１，６２９千円） 

 
＊パワーアップＥ助成事業            ７５千円 

英語への理解・関心をさらに高めるため、町立小学校６年生の全児童に対して、英語検定の検定料

を１人年１回全額助成しました。 

 

  
＊豊かな心を育むＣＴＳプラン事業補助金    ２００千円 

学習指導要領の趣旨に添い豊かな心を育む特色ある教育活動を行うため、小学校に補助金を交付し

ました。 

 

＊要保護・準要保護就学援助費支給事業     ６７７千円 

経済的理由により、就学困難と認められる児童の保護者に対し就学援助を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

＊大室台小学校教育活動の充実       ２，５００千円 

大室台小学校の教材備品や学校図書の充実を図りました。 

 

 

 

     （財源：国県支出金２４９千円 その他特財１９５千円 一般財源７，８５４千円） 

  

  

＊パワーアップＥ助成事業           ６８６千円 

国際交流及び国際理解教育を推進する中で、さらに英語力の向上を図るため、町立中学校３年生の

全生徒に対して、英語検定の検定料を１人年１回全額助成しました。 

 

  
＊中学校部活動事業補助金         １，７３７千円 

中学校の部活動の中で対外的な練習試合や大会などへの参加に要する費用等を援助するため、中学

校に補助金を交付しました。 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

◆大室台小学校教育振興事業（大室台小）◇ ４，０４１千円（学校教育課） 

◆大室台小学校教育振興事業（学校教育課）◇１，９１５千円（学校教育課） 

◆中学校教育振興事業（学校教育課）◇  ８，２９８千円（学校教育課） 
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＊豊かな心を育むＣＴＳプラン事業補助金    ３００千円 

学習指導要領の趣旨に添い豊かな心を育む特色ある教育活動を行うため、中学校に補助金を交付し

ました。 

 

 ＊要保護・準要保護就学援助費支給事業   ４，１１７千円 

経済的理由により、就学困難と認められる生徒の保護者に対し就学援助を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

＊酒々井中学校教育活動の充実       ２，６００千円 

酒々井中学校の教材備品や学校図書の充実を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒々井町独自 

◆中学校教育振興事業（酒々井中）◇   ４，７９８千円（学校教育課） 
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（全額一般財源） 

学校給食センターの運営及び施設設備の維持管理を行いました。 

学校給食費を公費化し、保護者の利便性の向上や教職員の事務の負担軽減、会計の透明性や公平性

の確保を図りました。 

＊施設設備保守点検委託料        ２，５９６千円 

＊給食費収納管理システム賃借料       ６３２千円 

＊各種検査等手数料             ３３０千円 

 

 

 

（財源：国県支出金３，４１０千円 その他特財６３，２５２千円 一般財源９８，８３９千円） 

学校教育における児童・生徒の心身の発達のための食を提供します。また、学校給食を通して子ど

もたちに食の理解や地域社会の環境や文化、栄養改善及び健康の増進、社会性や食事のマナーを身に

つける等の教育効果を図りました。 

経年劣化が著しい調理施設設備について機器の修繕や交換を行いました。 

 

＊学校給食賄材料費          ８７，９８２千円 

 （地元食材購入費 ６，２４５千円含む。） 

＊第３子以降学校給食費免除制度     ６，８２１千円 

＊学校給食調理配膳業務委託料     １５，４９９千円（R5.7.31 まで） 

＊学校給食配送業務委託料        ４，６９０千円（R5.7.31 まで） 

＊学校給食調理等業務委託料      ４２，４１６千円（R5.8.1～R7.7.31） 

＊給食調理機器設備更新事業 

・調理用備品購入（給食用箸籠等）     １３６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆給食センター管理事業◇       ４，４９８千円（給食センター） 

◆給食事業◇           １６５，５０１千円（給食センター） 
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（全額一般財源） 

国指定史跡本佐倉城跡の保存・活用のための史跡整

備事業を行いました。 

令和５年度は城山郭等の危険木・障害木の一部伐採

を継続して行いました。また、平成２９年度に発掘調

査を行った根古谷地区バス回転場の報告書の作成・刊

行を行いました。 

周知・普及事業としては、案内所の運営を継続して

行い、令和５年度には来場者として１１，４９９人が

訪れました。また、案内所等で配布するパンフレットの増刷を行いました。２月１７日には佐倉市と共

催で城跡の見学会を実施して９３名の参加がありました。さらに本庁舎入口における調査概要展示や公

民館での町の通史展示を継続して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金３，５００千円 地方債５２，６００千円 一般財源１８，４７４千円） 

令和元年１０月に日本最大級の旧石器時代の「環状ブロック群」として国指定史跡となった墨古沢遺

跡について、今後の保存・整備・利活用に向けた保存整備事業を進めました。 

令和５年度は、これまでに策定が行われた『保存活用計画』『整備基本計画』を基に、今後予定する

本格的史跡整備事業に向けてさらに具体的な遺構整備・施設等の設計についてまとめた『整備基本設計

書』（遺構整備、ガイダンス施設・展示）の作成や付替え予定町道の実施設計を行いました。併せて整

備・活用の方法を的確かつ具体的に検討するため有識者による整備活用委員会を３回開催しました。 

また、史跡の活用を推進するため、史跡東側隣接地３，２８３．０１㎡の公有地化を行いました。 

周知・普及事業としては、１２月１６日のミニ講演会や１０月２８日に千葉工業大学と連携したワー

クショップを開催したほか、引き続きコミュニティプラザでの展示会を実施しました。 

 

 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

国指定史跡 本佐倉城跡の整備 

◆本佐倉城跡保存整備事業◇       ９，８１８千円（生涯学習課） 

国指定史跡 墨古沢遺跡の整備 

◆墨古沢遺跡保存整備事業◇      ７４，５７４千円（生涯学習課） 
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（財源：国県支出金１，２００千円 一般財源３，７７７千円） 

 令和４年度に個人住宅建設に伴い、事前に緊急発掘調査を実施し、記録保存を行った町内遺跡（下宿

粟ノ洲遺跡）について、引き続き発掘調査成果をまとめる整理作業・報告書刊行作業を実施しました。 

また、経年劣化により腐食が進む町内の遺跡から出土した金属製品８点について保存処理業務を行い

ました。 

 

 

 

（財源：その他特財１０千円 一般財源５，９７０千円） 

江戸時代に栄えた旧酒々井宿を「酒々井町の顔」として町並み保存・整備を行い、観光資源として活

用すると共に、交流人口の増加を図りました。 

令和５年度は、昨年度から継続事業として行っている酒々井町歴史的建造物利活用計画作成を実施し

たほか、国登録文化財・莇吉五郎家及び町登録文化財・相川文子家の管理・整備を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金７５５千円 一般財源２，８２２千円） 

  ＊成人の祝い（２０歳）：式典・二十歳の方主催による「二十歳のつどい」を開催しました。 

＊家庭教育：家庭教育の充実を図るため、家庭教育指導員による家庭教育相談や小学校就学前の

保護者、小・中学校の保護者を対象にそれぞれの家庭教育学級を開設しました。 

ローズマリー学級・酒々井小学校家庭教育学級・大室台小学校家庭教育学級・酒々

井中学校家庭教育学級。全ての保護者が安心して子育てを行える体制を構築するた

め、教育委員会と福祉部局が連携して、家庭教育支援チームを組織し、ローズマリ

ー学級と子育て支援センターが合同で保護者向け講座を実施するなど、家庭教育支

援の推進に努めました。 

  ＊人権教育：人権教育を推進するため、人権教育セミナーを６回開催して人権意識の向上に努め

ました。 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

生涯学習の施策  

歴史・文化の保全 

◆町内埋蔵文化財調査事業◇       ４，９７７千円（生涯学習課） 

◆まちの顔づくり推進事業◇       ５，９８０千円（生涯学習課） 

◆社会教育一般事務費◇         ３，５７７千円（生涯学習課） 
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（財源：国県支出金１，１３７千円 一般財源７０７千円） 

  ＊地域学校協働本部 

町立各小・中学校に学校と地域ボランティアの調整役であるコーディネーターを配置するととも

に、地域ボランティアとコーディネーターの活動拠点である地域ルームを設置し、学校教育支援を

行いました。 

＊地域未来塾 

酒々井町中央公民館を主な会場として、中学生に対して元教員などの地域住民の協力を得て学習

習慣の確立と基礎学力の定着を図るため、英語と数学の学習支援を３２回行いました。 

 

 

 

 

（財源：国県支出金２６５千円 一般財源１，２９５千円） 

＊こども青樹堂（３・４年生、５・６年生） 

子どもたちの豊かな人間形成を育むことと確かな学力の定着を目的として、休業日である土曜日

に子どもたちが進んで学習や活動に取り組む場を開設しました。 

酒々井小学校・大室台小学校児童を対象とした国語と算数の復習と総合学習を実施しました。 

 

 

 

（財源：国県支出金６５千円 一般財源１，３９８千円） 

青少年健全育成を図るため、青少年相談員事業と子ども会事業を展開しました。 

＊子ども会対象事業：町ウォークラリー大会や町スポレク祭に参加し、門松づくり（体験教室） 

を実施しました。 

＊青少年相談員事業：防犯パトロール（２回）・釣り大会・伝統文化教室（たこ作り教室・たこ

あげ大会）・星空の映写会・オールナイトハイク・星空の観察会を実施し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆青少年健全育成事業◇         １，４６３千円（生涯学習課） 

◆学校教育支援促進事業◇        １，８４４千円（生涯学習課） 

◆土曜日の教育支援体制等構築事業◇   １，５６０千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 

酒々井町独自 
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（財源：国県支出金２５２千円 その他特財３６千円 一般財源５，７５３千円） 

町民大学青樹堂（公民館主催事業）を中心として各種講座を開催しました。 

【酒々井町青樹堂】 

 ＊町民大学青樹堂（２年制） 

 ＊一般講座（初心者向けパソコン教室・腸活・スクエアダンス） 

 ＊文化祭、公開講座など 

 

 

  （財源：地方債６０，５００千円 一般財源２５，４４３千円 その他１，４５９千円） 

   （財源：その他特財１，２７７千円 一般財源１５，９８７千円） 

中央公民館の維持・運営をするための経常的経費です。 

＊光熱水費 （電気・ガス・水道）               ２，７８３千円 

＊設備の保守管理委託等 

 （清掃・消防・冷暖房・エレベーター・自動ドア・警備等）  ５，９４３千円 

＊施設修繕費                            ３２４千円 

＊窓口職員報酬・共済費                    ７，４８６千円 

＊その他 （電話代・修繕料・コピー代・消耗品代等）        ７２８千円 

 

 

 

（財源：地方債５，０００千円 その他特財２，７０４千円 一般財源１８，２３３千円） 

プリミエール酒々井の維持・修繕をするための経常的経費です。 

＊施設維持管理費 （保守・点検等）             ２０，２９４千円 

＊改修工事費 （舞台機構設備正面反射板走行ローラー改修）   ５，６４３千円 

 

 

 

 

 （財源：その他特財４３千円 一般財源２１，２３５千円） 

プリミエール酒々井は、文化芸術をはじめとする生涯学習の向上及び推進を図るための文化ホール

と図書館を併設した文化施設であり、町民の生涯学習の場、交流の場としての情報発信施設となるよ

うに運営を行いました。 

＊図書館資料等購入費                     ５，６５３千円 

町民の読書や多様な学習要求に応えるため、図書や電子書籍コンテンツ、ＣＤ・ＤＶＤ、新聞・雑

誌など、蔵書の充実を図りました。 

◆プリミエール運営事業◇    ２１，２７８千円（プリミエール酒々井） 

◆プリミエール管理事業◇    ２５，９３７千円（プリミエール酒々井） 

◆公民館活動事業◇           ６，０４１千円（中央公民館） 

◆公民館管理事業 維持管理◇     １７，２６４千円（中央公民館） 

 

酒々井町独自 
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＊図書館情報システム賃借料                  ３，６２３千円 

図書館情報システムにより、利用者の利便性向上及び情報提供に努めました。 

＊会計年度任用職員報酬・共済費                ９，５３６千円 

司書助手６名、文化ホール機器操作員３名 

＊自主事業費                           ４５８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リッチハートコンサート・オータムコンサート・図書館講演会 

  図  書  館 （蔵書数 ８７，０００冊） 

個人貸出冊数 １日平均貸出冊数 町民１人当たり貸出冊数 開館日数 

７０，２５８冊 ２４８冊 ３．５冊 ２８５日 

登録者数 町民登録率 読書通帳配付数 電子書籍サービス 

５，７０８人 
２５．３％ 

(町外登録者 623 人を除く) 

７５冊 

（延べ 1,866冊） 

利用者数 利用冊数 

２８５人 １，２９１冊 

※町人口２０，１０６人（令和６年４月１日現在） 
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（財源：国県支出金７０千円 その他特財６０千円 一般財源７，１７１千円） 

生涯スポーツを推進するため、各種スポーツ教室・大会や、軽スポーツの体験の場を提供しました。

また、順天堂大学と連携しながら公開講座など各種事業を実施しました。 

１ 各種大会 

大  会  名 回 数 実施時期 

野球大会 年２回 ４月・９月 

卓球大会 年２回 ５月・11月 

ウォークラリー大会 年１回 ５月 

バレーボール大会 年１回 ６月 

印旛郡市民スポーツ大会 年１回 ７月 

ソフトテニス大会 年１回 ８月 

ソフトボール大会 年１回 ９月 

町長杯少年野球大会 年１回 ９月 

町スポーツ・レクリエーション祭 年１回 10月 

テニス大会 年１回 10月 

バドミントン大会 年１回 11月 

ゴルフ大会 年１回 11月 

印旛駅伝競走大会 年１回 12月 

町駅伝競走大会 年１回 １月 

町長杯少年サッカー大会 年１回 ３月 

２ 各種教室 

教  室  名 実施時期 対 象 者 

オリ・パラ関連事業 トップアスリートによる講演 ６月・３月 中学生他 

剣道教室 通年 小学生以上 

柔道教室 通年 小学生以上 

空手道教室 通年 小学生以上 

サッカー教室 通年 小学生以上 

テニス教室 ５月・９月 20歳以上 

カヌー教室 ６月 小学４～６年 

水泳教室 ７月 小学４～６年 

ライトスポーツクラブ 通年 小学生以上 

順天堂大学公開講座（親子スポーツ教室） １０月 小学生親子 

順天堂大学連携「おとな」もスポーツテスト １１月 成人・高齢者 

順天堂大学連携陸上競技教室 ３月 小中学生 

 

  （財源：地方債６０，５００千円 一般財源２５，４４３千円 その他１，４５９千円） 

（財源：地方債３，７００千円 一般財源１，４９４千円） 

体育施設の維持・運営をするための経費です。 

＊町体育館等解体整備事業                 ４，１８０千円 

（酒々井町体育館及び酒々井小学校プール解体工事実施設計業務委託） 

◆体育施設管理事業◇          ５，１９４千円（生涯学習課） 

 

◆保健体育活動事業◇          ７，３０1 千円（生涯学習課） 
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（全額一般財源） 

感染症対策を講じた避難所運営や防災体制の確立のため防災訓練の実施及び必要な資機材、備蓄品

を整備したほか、町民及び自主防災組織に対する自助・共助の推進を図るため、ぼうさい出前講座を

実施しました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

防災行政無線設備の正常な機能を維持するとともに、故障等の発生を未然に防止することを目的に

保守点検業務を行いました。 

 

 

 

 

 

（全額一般財源） 

消防組合の運営に係る負担金です。 

  （構成市町：佐倉市、八街市、酒々井町） 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金５５９千円 一般財源１２，８７８千円）  

地域の安全確保に大きな役割を果たしている消防団については、消防団員の消防技術の向上を図る

ための各種訓練の実施及び火災発生時に備え、機械器具一斉点検を実施しました。 

また、災害の多発化、激甚化に備え、地域防災の中核を担う消防団員の確保、育成に努めるととも

に、消防団員の活動服を更新しました。 

 

 

 

防  災 

◆防災一般事務費◇             ２，８０１千円（総務課） 

◆消防団事業◇              １３，４３７千円（総務課） 

◆防災行政無線管理整備事業◇        ５，３２９千円（総務課） 

消  防 

◆佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金◇ ４８４，４８９千円（総務課） 

目標３ 豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり                 （生活安全） 
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（財源：国県支出金６３３千円 地方債９，1００千円 一般財源４，２１９千円） 

消防団装備品や消防機庫、消防車、防火水利等の維持管理を行うとともに、老朽化した小型動力ポ

ンプ付積載車１台を更新しました。 

 

 

 

 

 

 

（全額一般財源） 

道路標識、ガードレール、カーブミラー、区画線などの交通安全施設の整備及び維持管理を行いま

した。 

 

 

 

（全額一般財源） 

町管理及び自治会等管理の防犯街灯の整備及び維持管理を行いました。 

＊自治会管理防犯街灯補助 

電気料補助    当該年度４月分電気料×１２か月×７０％ 

修理費補助    修理費×５０％ 

新規設置等補助  工事費×５０％（上限：共架２５，０００円・小柱４０，０００円） 

 

 

 

（財源：国県支出金１４５千円 一般財源３，６６４千円） 

自治会や防犯ボランティア団体による防犯パトロール等の活動拠点である駅前交流センターの運

営管理を行うとともに、安全で安心なまちづくりの推進を図るため、犯罪抑止対策を目的として、防

犯啓発活動を実施しました。 

 

 

 

（財源：国県支出金３，０００千円 その他６１千円 一般財源７，２５４千円） 

警察官ＯＢを配置した防犯ボックスを運営し、自治会及び防犯ボランティア団体との合同防犯パト

ロールや見守り、街頭監視活動等を実施し、地域防犯力の向上と女性や子どもをはじめ、住民が安心

して暮らせる地域づくりの推進を図りました。 

 

 

交通安全、防犯の施策 

◆消防施設事業◇             １３，９５２千円（総務課） 

◆防犯ボックス事業◇           １０，３１５千円（総務課） 

◆防犯事業◇                ３，８０９千円（総務課） 

◆交通安全対策事業◇        １０，７５５千円（まちづくり課） 

◆防犯街灯事業◇          ２４，４５９千円（まちづくり課） 
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（財源：国県支出金２４３千円 その他特財３９５千円 一般財源２１，２７９千円） 

・畜犬管理システムで飼い犬の登録や管理、狂犬病予防注射の啓発を行いました。 

・飼い主のいない猫の避妊・去勢手術及び譲渡を実施した団体に補助金の交付等を行いました。 

・葬祭組合の管理運営に係る経費を負担しました。 

  （佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合 構成市町：佐倉市、四街道市、酒々井町） 

 

 

 

（財源：その他特財２０千円 一般財源５２０千円） 

・河川水質検査等の環境調査を行いました。 

・あき地に繁茂している雑草等の除去に関する条例に基づき、指導・勧告等を行いました。 

・印旛沼水質保全協議会等の運営に係る経費を負担しました。 

 

 

  

（財源：国県支出金１，３８５千円 一般財源３，８８５千円） 

・家庭における地球温暖化対策促進のため、太陽光発電システム（新築のみ）、家庭用燃料電池シ

ステム（エネファーム）、定置用リチウムイオン蓄電池システム、電気自動車、V２H 充放電シ

ステムの住宅設備等を購入、設置する町民に補助金の交付を行いました。 

・ゼロカーボンシティの実現に向けて、事業推進フロー、タスクの洗い出し、PPA 事業の計画等

を作成しました。 

・令和５年７月に地球温暖化対策の一環として、CO2 排出削減のため、民間企業と「持続可能な

地域づくりに関する協定」を締結し、当該企業において役場駐車場などに電気自動車普通充電器

を設置しました。 

 

環境、ごみ、リサイクル、不法投棄

消防活動 

◆環境衛生対策事業◇         ２１，９１７千円（経済環境課） 

◆環境保全対策事業◇            ５４０千円（経済環境課） 

目標４ 自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり             （環境共生） 

◆地球温暖化対策推進事業◇       ５，２７０千円（経済環境課） 
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（財源：国県支出金１２０千円 一般財源１，４７４千円） 

・不法投棄監視員による月１回のパトロールを実施し、廃棄物及び残土の不法投棄監視を行いまし

た。 

・不法投棄された廃棄物の処分を行いました。 

・年１回５月にゴミゼロ運動を実施しました。 

・ごみ分別促進アプリの運用・更新を行いました。 

 

 

 

＊酒々井町指定ごみ袋無料配布事業（７，５０２千円） 

 ・コロナ渦によるエネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受ける町内の世帯の生活を支援するた

め、指定ごみ袋を無料で配布する事業を実施しました。 

 

 

 

（財源：その他特財１，４７９千円 一般財源１８６，５８０千円） 

・一般家庭から排出される廃棄物の収集運搬を行いました。 

・リサイクルを推進するため、資源回収を行う団体等に対し報償金、また、事業者に対し奨励金 

を交付を行いました。 

・ごみ減量化を推進するため、ペットボトルの拠点回収等を行いました。 

・生ごみ減量化を図るため、自家処理堆肥化容器（コンポスト）及び機械

式生ごみ処理機を購入し設置する町民に補助金の交付を行いました。 

・清掃組合の管理運営及び建設等に係る経費を負担しました。 

  （佐倉市、酒々井町清掃組合 構成市町：佐倉市、酒々井町） 

 

 

 

 

（財源：国県支出金４１６千円 一般財源１５，３５９千円） 

・印旛沼の水質浄化を目的に単独浄化槽から転換を推進するため、補助対象区域内に高度処理型 

合併浄化槽等を設置する町民に補助金の交付を行いました。 

・衛生施設管理組合の管理運営等に係る経費を負担しました。 

（印旛衛生施設管理組合 構成市町：佐倉市、四街道市、八街市、富里市、酒々井町） 

◆清掃一般事務費◇           １，５９４千円（経済環境課） 

◆じん芥処理事業◇         １８８，０５９千円（経済環境課） 

◆し尿処理事業◇           １５，７７５千円（経済環境課） 

酒々井町独自  新 規 物価高対策 
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（財源：国県支出金２，４３１千円 一般財源２，９２７千円） 

大地震時における大規模盛土造成地の滑動崩落による宅地地盤の被害を防止するため、大規模盛土

造成地の変動予測調査を行いました。 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金２，０３４千円 一般財源６７９千円） 

  現在の空き家等の実態を踏まえ、空き家等の利活用の促進や地域住民の生活環境を保全するため、

空き家実態調査を行いました。 

 

 

 

 

（全額一般財源） 

第６次酒々井町総合計画等の上位計画を踏まえ、町の将来都市像及び土地利用を明らかにするとと

もに、地域ごとのまちづくり方針を定め、既定の都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の見直

しを行いました。 

 

 

 

（財源：国県支出金３４１千円 一般財源２８５千円） 

・木造住宅耐震診断費補助、耐震改修費補助 

昭和５６年５月３１日以前に建築・着工された木造戸建て住宅の耐震化を促進するため、木造戸建

て住宅の耐震診断、耐震改修工事に係る費用の一部に対し、補助金を交付しました。 

・家具転倒防止器具購入補助 

地震による家具の転倒等の被害から住民の身体の安全を確保するため、家具転倒防止器具等の購入

又は取り付け費用に対し、補助金を交付しました。 

 

まちづくり施策 

目標５ 便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり                 （都市基盤） 

◆住宅耐震事業◇             ６２６千円（まちづくり課） 

◆都市計画マスタープラン・立地適正化計画見直し事業◇ 

 ４，２５１千円（まちづくり課） 

 新 規 

◆宅地耐震化事業◇          ５，３５８千円（まちづくり課） 

◆空き家対策事業◇          ２，７１３千円（まちづくり課） 

 新 規 
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（財源：国県支出金１，０００千円 一般財源１，２６４千円） 

町民の生活環境の向上及び町内産業の活性化・雇用の創出を目的とし、住宅のリフォーム工事に係

る費用の一部に対し、補助金を交付しました。 

 

 

     

 （財源：国県支出金９１２千円 一般財源１，４４４千円） 

・狭あい道路拡幅整備      

幅員４メートル未満の町道に接する土地の所有者から後退用地や隅切り用地を町に寄付していた

だき、測量、登記及び拡幅整備を行いました。 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金３，２７８千円 地方債２，９００千円 一般財源１１，０２４千円） 

町道０２－０１２号線（飯積地先）について、道路改良を実施するため、路体盛土工時及び修正設

計等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金２６，２１４千円 地方債１９，２００千円 一般財源３８，７７６千円） 

橋梁長寿命化修繕計画に基づく、高野台橋の補修工事、無名橋(20)の設計、ＪＲ酒々井駅自由通路

(軌道上)の点検を行いました。 

 

 

 

（財源：その他特財１５，３７２千円 一般財源５１，８８４千円） 

道路交通の安全性及び快適性を確保するため、舗装補修、側溝清掃、除草等、町道の維持管理を行

いました。 

 

 

 

 

◆住宅リフォーム補助事業◇      ２，２６４千円（まちづくり課） 

◆建築指導事業◇           ２，３５６千円（まちづくり課） 

町道の整備 

町道の維持管理 

◆社会資本整備総合交付金事業(道改) ◇１７，２０２千円（まちづくり課） 

◆社会資本整備総合交付金事業(道維) ◇８４，１９０千円（まちづくり課） 

◆道路維持事業◇          ６７，２５６千円（まちづくり課） 
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（財源：その他特財９，８１０千円 一般財源７，０８６千円） 

京成酒々井駅前、ＪＲ酒々井駅前及び南酒々井駅前の自転車等駐車場の管理を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（財源：地方債６９，３００千円 一般財源２，９７３千円） 

上岩橋地先に設置予定の中川調節地を整備するため、用地購入を行い、馬橋川の緊急対策工事を実

施しました。 

 

 

 

 

 

（財源：その他特財２，２５２千円 一般財源１６，６８２千円） 

総合公園の植栽及び施設の維持管理を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

街区公園の植栽及び施設の維持管理を行いました。 

公園の維持管理 

◆駐輪場事業◇           １６，８９６千円（まちづくり課） 

◆総合公園管理事業◇        １８，９３４千円（まちづくり課） 

◆街区公園管理事業◇        ２１，０３１千円（まちづくり課） 

千円（まちづくり課） 

 新 規 

◆河川改修事業◇          ７２，２７３千円（まちづくり課） 

河川の改修 
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（財源：国県支出金１，５００千円 その他特財１０千円 一般財源７，４１９千円） 

農産物の生産振興のため、ふるさとまつり実行委員会や植物防疫協会などの団体に対し補助金等の

交付を行いました。また、イノシシ等の有害鳥獣被害防止対策に取り組みました。 

 

 

 

＊第２弾 肥料等物価高騰対策農業者助成金（２，５１９千円） 

・原油価格・肥料等物価の高騰により深刻な影響を受けている農業者に対し助成金を支給しました。 

 

 

 

（財源：国県支出金７８２千円 その他特財２３千円 一般財源４，５９１千円） 

農業・農村の有する水源の涵養・自然環境の保全等の多面的機能の発揮のため、農用地・水路・農

道等の地域資源の保全管理を行う地域団体に対して多面的機能支払交付金を交付しました。 

 

 

 

（財源：国県支出金４０９千円 一般財源４，３９５千円） 

生産調整協力者に奨励補助金の交付及び経営所得安定対策の推進のため地域農業再生協議会へ補

助金の交付を行いました。 

 

 

 

 （財源：その他特財６５千円 一般財源８２２千円） 

地域住民の生活の充実、文化の向上及び社会活動を推進するため、農産物加工等を行える生涯生活

センターの管理運営を行いました。  

 

 

 

（全額一般財源） 

森林整備等に必要な財源に充てるため令和元年度に創設され、国から町に譲与される森林環境譲与

税を、将来の活用に備えて基金に積み立てました。 

農業振興 

◆農業振興管理事業◇         ８，９２９千円（経済環境課） 

◆農業基盤整備事業◇          ５，３９６千円（経済環境課） 

◆生産調整推進対策事業◇        ４，８０４千円（経済環境課） 

◆地域向上対策事業◇            ８８７千円（経済環境課） 

◆林業管理事業◇            ３，３１２千円（経済環境課） 

目標６ 活力と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり            （産業・経済） 

酒々井町独自 コロナ対策 
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（全額一般財源） 

・安全な消費生活のために、悪質商法、契約に係るトラブルなどに関する相談について、毎週火曜日、

消費者相談員による相談受付を行いました。 

・まちづくりへの積極的な参画など、商工業の振興を図る事業を行う町商工会に対し補助金の交付を

行いました。 

   ＊消費生活相談費          ３２２千円 

   ＊町商工会事業補助金     ３，８００千円 

 

 

 

 

（財源：国県支出金１３，９７６千円 一般財源８２３千円 その他３，０００千円） 

・地域の活性化や若手後継者、小規模事業者の育成など、振興を図る事業（商工会ハロウィンイベン

トなど）を行う町商工会に対し補助金の交付を行いました。 

・企業が経営上必要とする事業資金の調達を円滑にするために資金の融資及び利子補給を行い企業の

振興を図りました。 

・酒々井町企業立地促進条例及び「酒々井町企業立地のご案内」を活用し、優良企業の立地を促進し

ました。 

・産業の振興及び活性化を図るため、町内で創業する方に対し、補助金の交付を行いました。 

・マイナンバーカードの普及及びキャッシュレス決済の促進、個人消費の活性化を図るため、マイナ

ポイント申込みの支援を行いました。 

 

 

＊酒々井町ＬＰガス料金負担軽減助成金（９，１９０千円） 

 ・ＬＰガス料金の上昇により影響を受ける町内の利用世帯の負担を軽減するため、ＬＰガスを利用し

ている契約者に対し、助成金を支給しました。 

 

 

＊第２弾 酒々井町原油価格高騰対策助成金（４，５４８千円） 

 ・原油価格高騰により深刻な影響を受けている中小企業などに対し、事業の継続を支援するための助

成金を支給しました。 

 

 

 

 

商業・工業の振興施策 

◆商工一般事務費◇            ４，１４１千円（経済環境課） 

◆商工業振興費◇            １７，７９９千円（経済環境課） 

 

 

 

コロナ対策 酒々井町独自 

酒々井町独自  新 規 物価高対策 
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（全額一般財源） 

・町の特産品をＪＲ酒々井駅のケースディスプレイに展示しました。 

・ＪＲ酒々井駅西口、しすい・ハーブガーデン、まるごとしすいに導入した観光客向けの公衆無線

Wi-Fiの維持管理を行いました。 

・掲載情報やデザインが古くなっていたタウンガイドを刷新し、酒々井町観光ガイドマップを作成

しました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

酒々井プレミアム・アウトレット内の酒々井コミュニケーションセンターにおいて、訪れる方に町

の観光物産等に関する情報を広く提供することにより、町のイメージアップと誘客を図りました。 

 

 

 

（財源：その他４，８８０千円 一般財源１３，７６６千円） 

コミュニティプラザには、大広間、浴室、多目的ホール等があり、健康増進や憩いの場として町民

に利用されています。（予約申込は１か月前から電話予約可能） 

【コミュニティプラザ】 

利用時間：９：００～２１：００（浴室１１：００～２０：００） 

休 館 日：年末年始（施設等点検のため臨時休館あり） 

利 用 料：大広間 １時間当たり ６００円（夜間９００円） 

会議室 １時間当たり ２００円（夜間３００円） 

浴 室 １人当たり  １００円（夜間１５０円） 

多目的ホール 

全面利用 １時間当たり １，０００円（夜間１，５００円） 

半面利用 １時間当たり   ５００円（夜間  ７５０円） 

※夜間料金は、午後５時から利用の場合です。 

※町外の方は、料金が異なります。 

 

 

 

   ＊酒々井コミュニティプラザ屋内消火栓設備工事・誘導灯交換工事 

消火器具・自動火災報知設備交換工事（５３４千円） 

   ・施設利用者や避難所としての安全に配慮した施設運営の維持を図りました。 

 

 

◆観光事業◇              ２，０６０千円（経済環境課） 

◆コミュニティプラザ運営事業◇    １８，６４６千円（経済環境課） 

 新 規 

◆コミュニケーションセンター事業◇   ７，６４7 千円（経済環境課） 
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（財源：その他１，５６２千円 一般財源７，５６９千円） 

酒々井コミュニティプラザに隣接する酒々井ハーブガーデンの運営を行い、「ハーブのまち酒々井」

のＰＲとあわせ、憩いの場の提供や、観光施設としての魅力向上に取り組みました。 

  しすい・ハーブガーデンショップウッドデッキが設置されてから約３０年が経過し腐食が進んでい

ることから、来園者の利便性と安全性の向上を図るため、既存ウッドデッキを撤去し、森林環境譲与

税を活用して新設工事を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

（財源：一般財源１１，４３０千円 利用者負担金４１３千円） 

まるごとしすいでは、定期的なイベント等の開催により、アウトレット利用者を呼び込み、特産品

等のマーケティング、中小企業・小規模事業者への新たな特産品等の開発や販路の確立等の相談支援

に取り組みました。 

併せて、酒々井プレミアム・アウトレットの集客効果を活かすため、町の観光物産等を展示紹介す

る情報発信コーナーを設置し、町のイメージアップと街中への誘客を図りました。 

【まるごとしすい】 

営業時間：９：００～１８：００ 

休 館 日：毎週月曜日及び年末年始 ※月曜日が祝日の場合は翌平日 

 

利用料： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設等 使用単位 使用料 

多目的ホール １時間につき 
町内 ２００円 

町外 ５００円 

展示棚 １月につき １区画 
町内 １，０００円 

町外 ２，０００円 

レンタサイクル １台につき 
電動アシスト式自転車 ５００円 

自転車        ３００円 

まるごとしすい １日 
町内 １，０００円 

町外 ２，０００円 

◆ハーブガーデン運営事業◇       ９，１３1 千円（経済環境課） 

◆まるごとしすい運営事業◇       １１，８４３千円（経済環境課） 
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◆地理情報システム整備事業◇      ６，９０８千円（住民協働課） 

 

 

 

 

 

 

 

（財源：一般財源３０１千円 その他９千円） 

住民が行う自由で自発的な公益活動を支援し、住民参加による地域社会の発展及び協働のまちづく

りの推進に資することを目的とした事業等について補助金の交付を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

町が管理する都市公園等について地域住民が主体となって実施する環境美化活動及び施設の保全

維持管理活動を支援しました。 

  また、花植を行う団体に、年２回以内で花苗を支給する「花いっぱい運動」を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

地域住民等が自ら施工する生活環境の整備工事等について、住み良い住環境整備の推進及び地域住

民等の連携を図るため、必要な資材等の支給を行いました。 

 

  

 

 

（全額一般財源） 

町と住民等の行政情報及び地域情報を共有できるＧＩＳ（地理情報システム）を活用した住民の安

全安心のまちづくりを推進しました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

住民が利用できる広場として整備予定の土地の維持管理を行いました。 

 

 

 

酒々井町独自 

町民参加・協働施策 

◆公園等愛護活動推進事業◇       ２，１０４千円（住民協働課） 

◆資材等支給事業◇             ４１３千円（住民協働課） 

◆公共活動広場用地管理事業◇         ９２８千円（住民協働課） 

◆住民公益活動補助事業◇          ３１０千円（住民協働課） 

目標７ 多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり（地域生活・行財政） 
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（全額一般財源） 

地域住民の自治活動の場としての集会所等の維持・管理等に要する経費に対して補助金を交付し、

地域コミュニティ活動を推進しました。 

また、横町青年館は、昭和４３年に建築され５０年以上が経過し、施設の老朽化が著しいため、地

域住民の総意により建て替えを行うにあたり、経費の一部について補助を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

区・自治会など住民自治の振興を図るとともに、行政の円滑な運営と町民福祉の増進を図るために

助成金を交付しました。 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金５，０８４千円 一般財源７，１３６千円） 

様々な人権問題の解決を目指し、あらゆる差別の撤廃と人権尊重の意識を高めるため、啓発活動を

行いました。 

人権教育の一環として、小・中学生を対象とした人権教室の実施、町内の小学生が描いた人権啓発

ポスターの展示を行いました。 

人権週間（１２月４日から１０日まで）では、人権をテーマとした講演会、広報車による巡回啓発

を行いました。 

 

＊子ども家庭総合支援拠点事業委託業務         ６，９０９千円 

＊子ども家庭総合支援拠点事業業務（会計年度任用職員） ３，２７０千円 

すべての子どもとその家族等からの福祉に関する相談に応じて、必要な支援を継続的に行うため、

「子ども家庭支援員」を設置した。会計年度任用職員２名及び福祉法人により 1名を配置しました。 

・ＤＶ相談 ・子ども家庭相談、児童虐待相談 ・子どもに関する相談・支援 

・職員虐待対策講習会 

 

 

 

 

 

人権推進事業 

コミュニティ施策 

◆自治振興事業◇            ７，０７２千円（住民協働課） 

◆地区集会所等補助事業◇        １１，６５９千円（住民協働課） 

◆人権推進一般事務費◇          １２，２２０千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出金６，７００千円 その他２５千円 一般財源３，７８７千円） 

地域社会全体の福祉向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンターとし

て、生活相談や人権課題解決のため各種事業を行い、令和 2 年より中止していた酒々井町隣保館まつ

りを再開しました。 

【基本事業】 

＊相談事業：就労に関する情報提供、生活相談（随時）  

＊啓発事業：人権ふれあい講座（６月２９日・１２月７日） 

＊地域交流事業：高齢者音楽健康教室（２２回）、フラワーアレンジメント教室（１１回）、 

        ヨーガ教室（１９回） 

＊第８回隣保館まつり：令和５年１０月１４日（土）（延べ２５０名） 

【貸館業務】 

 ＊生きがいデイサービス事業（８１回） 

【自主サークル活動】 

＊鎌倉彫（１６回）・あみもの（２３回）・カラオケ同好会（１７回）・ふるさと会（１７回） 

 健やか体操（２０回） 

 

 

 

 

 

（全額一般財源） 

より開かれた議会を実現するため、議会だよりの内容を充実させるとともに、正確な記録の管理、

正確な情報伝達を図り、インターネット上に会議録や本会議の中継動画を公開することにより、議会

を傍聴できない方にも配慮した情報公開に努めました。 

＊議会だより作成事業（１，３８５千円） 

町民に議会活動を周知（年４回） 

＊会議録作成事業  （１，２４８千円） 

   議会定例会・臨時会ごとに会議録を作成し、ホームページで公開 

＊議会中継事業   （１，５１４千円） 

   インターネットによる議会中継を配信 

＊議場設備整備事業 （５９４千円） 

   議場放送設備等保守 

 

 

 

 

 

議会からのお知らせ 

◆議会運営事業◇            ４，７４１千円（議会事務局） 

◆隣保館運営事業◇           １０，５１２千円（健康福祉課） 
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（財源：その他６１０千円 一般財源４，７６７千円） 

町民がまちづくりに自主的に参加しやすいものとなるよう、行政情報の積極的な提供を通じて、町

民と町との情報の共有と相互理解を深め、町民参加のまちづくりを進めるため、正確かつタイムリー

な行政情報や町民参加の各種イベントなどを掲載した「広報ニューしすい」を毎月１回発行しました。 

また、各種イベントや耳より情報、防災など町の旬な情報を発信していくことを目的に「町公式Ｘ

（旧ツイッター）」、「町公式 LINE」及び「ＪＲ酒々井駅西口デジタルサイネージ」を活用しながら、

情報提供を行いました。 

 

 

 

 

   

 （財源：国県支出金３，７２０千円 その他２２，２６５千円 一般財源１６，５９９千円） 

町マスコットキャラクター等を積極的に活用し、酒々井町の施策や魅力等を 

町内外に広く情報発信するシティプロモーション活動を推進し、交流・関係人口 

増加や定住促進を図りました。 

 

＊印旛郡市広域市町村圏事務組合の管理運営等に係る負担金（７，８０５千円） 

構成市町：成田市、佐倉市、四街道市、八街市、印西市、白井市、富里市、栄町、酒々井町 

 

 

 

 ＊公共交通事業者緊急支援金（１，０００千円） 

町民の移動手段を確保するため、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により事業に大きな影響

を受けつつ、従業員及び利用者の感染防止に努めて運行を継続しているバス事業者及びタクシー事

業者に対して補助金を支給しました。 

     

 

 

 （財源：地方債３，３００千円 一般財源４５６千円） 

印旛郡市広域市町村圏事務組合が構成市町への水道用水の安定供給、効率的な事業運営を行うため

の経費に係る負担金及び出資金として支出しました。 

＊出資金：３，６７８千円  ＊負担金：７８千円 

 

    

企画一般施策 

◆印旛広域水道事業◇           ３，７５６千円（企画財政課） 

◆企画一般事務費◇          ４２，５８４千円（企画財政課） 

◆広報広聴事業◇            ５，３７7 千円（企画財政課） 

広報広聴 

酒々井町独自 コロナ対策 
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（財源：その他特財７５０千円 一般財源４２，９６０千円） 

高度情報化社会に対応した効率的な行政と住民サービスの向上を図るため、必要なハードウェアや

ソフトウェアの運用及び維持管理を行いました。また、町ホームページを積極的に 

活用して町内外に広く情報を発信できるよう体制を強化しました。 

 

 

 

 

 

（財源：その他特財１，８１８千円 一般財源２２，４９２千円） 

人事管理や職員の健康管理を図るため、人事給与システム委託や職員の定期健康診断を行ったほか、

自治功労者表彰などを行いました。 

また、職員の能力開発や資質向上を図り、住民ニーズや時代の変化に対応できる職員の育成を行う

ため研修などに参加しました。 

＊市町村アカデミー研修 

＊千葉県自治研修センター研修 

＊印旛郡市市町村職員研修（印旛郡市広域市町村圏事務組合主催）等 

 

 

 

 

 

 

（財源：その他３１９千円 一般財源２０，６９２千円） 

役場庁舎及び付帯施設の機能の維持及び執務環境の確保等を図るため、保守点検及び清掃等、庁舎

の維持管理を行いました。 

 

 

 

（全額一般財源） 

役場庁舎の機能の維持を図るため、駐車場舗装修繕及び西庁舎空調設備更新工事を行いました。 

 

 

 

 

庁舎管理事業 
 

◆庁舎管理事業（施設管理）◇      １，７４４千円（企画財政課） 

情報の管理 

 

◆庁舎管理事業（管財）◇       ２１，０１１千円（企画財政課） 

人事管理 

◆情報化推進事業◇            ４３，７１０千円（総務課） 

◆総務一般事務費◇            ２４，３１０千円（総務課） 
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（財源：国県支出金１０，７５５千円 その他６，６３６千円 一般財源３５，５０５千円） 

親族的身分関係を登録・公証する「戸籍」の適正な処理と、住民の居住関係の公証や各種行政サー

ビスの基礎となる「住民基本台帳」の正確な管理を行いました。 

また、国が推進するマイナンバーカードの交付・更新事務と県民の利便性に配慮した旅券事務を適

切に処理しました。 

  ＊戸籍届出件数    ８０７件  

＊転入届件数   １，８００件 

  ＊転出届件数   １，７０８件 

  ＊証明書発行件数：戸籍４，８０１件 住民票１１，２２２件 印鑑証明書５，３２５件 

  ＊パスポート交付数  ４６８件 

 

 

 

 

 

 

（財源：国県支出金３４，９５０千円 その他６，６９０千円 一般財源２９，１１７千円） 

町税は、町民の皆様の幸せ、住みよいまちづくりのための財源として重要な役割を果たしています。 

そのため賦課徴収事業では課税客体調査業務や各種電算業務委託等を実施し、町税の適正で正確な賦 

課と公平な徴収を行い、令和５年度の町税収入は２，９８５，９２２千円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸籍・住民基本台帳事業 

税の確保 

◆戸籍住民基本台帳一般事務費◇     ５２，８９６千円（税務住民課） 

◆賦課徴収事業◇           ７０，７５７千円（税務住民課） 
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【国民健康保険特別会計】 

 

 

（財源：国県支出金１，５００，９０８千円 保険税３６８，７４２千円 その他７４，２７５千円 

一般財源１５０，８９５千円 ） 

※被保険者数 ３，９６８人（年度末） 

※保険給付費   １，４７２，８６９千円   ７４，０１５件 

① 療養給付費   １，２６５，５１９千円   ６８，９３９件 

（入院 1,011 件、外来 35,105 件、歯科 9,104 件、調剤 23,516 件、訪問看護 203 件） 

② 療養費         ７，６４１千円      １，３９８件 

（補装具、柔道整復師、アンマ・マッサージ、針・灸など） 

③ 高額療養費         １９０，８４５千円        ３，６２６件 

④ 高額介護合算療養費     ６１０千円       １３件 

⑤ 出産育児一時金         ４，０００千円               ８件 

⑥ 葬祭費                 １，５５０千円              ３１件 

⑦ 審査支払手数料     ２，７０４千円        

相互扶助の精神に基づき、加入者が保険税を公平に拠出することにより、主に病気、けが、出産及

び死亡による経済的な損失を補うための保険給付を行いました。 

※保健事業               ３２，８９６千円 

被保険者の健康増進並びに医療費の適正化を図るため、糖尿病などの生活習慣病の発病や重症化を

予防し、メタボリックシンドロームの該当者などを減少させるため、特定健康診査及び特定保健指導

を実施しました。また、早期発見と早期治療に役立てるため、人間ドック費用の７割を助成しました。 

⑧ 特定健康診査・特定保健指導   １３，２０７千円    ９４８人受診 

（動機づけ支援６４人、積極的支援１４人） 

⑨ 人間ドック費用の助成        １３，６７５千円    ３６０人利用  

 

【介護保険特別会計】 

 

 

（財源：国県支出金５０３，７７５千円、保険料３１１，７８１千円、その他５０８，８６１千円    

一般財源２０４，２５３千円） 

※要介護認定事業（１２，９９１千円） 

要支援・要介護認定申請者に対して、訪問調査及び介護認定審査会で要介護度判定を行いました。 

＊審査会 ２４回 

＊認定件数 延べ ８９８件 

 

 

各特別会計、水道・下水動事業 

◆国民健康保険特別会計◇    ２，０９４，８２０千円（健康福祉課） 

◆介護保険特別会計◇       １，５２８，６７０千円（健康福祉課） 



SHISUI 

                       酒々井の町づくり - 47 - 

＊認定状況 

・非該当   １４件  ・要介護１ ２２２件 

・要支援１  ８４件  ・要介護２ １４８件 

・要支援２ １０９件  ・要介護３ １１０件 

・要介護４ １３１件 

・要介護５  ８０件 

＊基本チェックリストによる判定 ２３人 

※介護サービス等給付事業（１，３６９，５４１千円） 

要支援・要介護認定者 ９３９人（令和６年３月末現在）に対し、保険給付を行いました。 

   ＊施設サービス ４８８，２６７千円 ＊高額介護（予防）サービス    ３１，２７０千円 

＊居宅サービス ８１７，７３３千円 ＊特定入所者介護（予防）サービス ２６，５００千円 

＊審査支払手数料  １，１３３千円 ＊高額医療合算介護（予防）サービス ４，６３８千円 

※介護予防事業（１，７４３千円） 

 ・一般介護予防教室等（６２６千円） 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に配慮しながら教室を開催しました。 

開催教室：１１講座 実施回数：３９回 参加人数（延べ）：５１９人 

出前健康講座 １０回開催  参加人数（延べ）１４２人 

 ・介護ボランティア事業（１，０９２千円） 

  ６５歳以上の方が介護保険施設でのボランティア活動を通じて地域貢献することで、高齢者自身の

介護予防の推進を図りました。 

  登録者数：３０人 

 ※地域包括支援センター運営事業（２８，３２４千円） 

地域包括支援センターを設置し、高齢者の心身の健康の維持、

保健・福祉・医療等の向上、生活の安定等のため、相談事業等

の必要な支援を行いました。 

＊総合相談業務       １，３４５件 

＊権利擁護業務          ７７件 

＊ケアマネジメント支援業務    ６３件 

                        ＊基本チェックリスト該当者支援  １３件 

 

【後期高齢者医療特別会計】 

 

 

（財源：国県支出４９，７５１千円 一般財源４，０３６千円 保険料２８５，２２９千円） 

７５歳（一定の障害のある方は６５歳）以上を対象とした後期高齢者医療制度について、千葉県後

期高齢者医療広域連合（注１）と連携を図り、被保険者からの各種届出等の窓口業務及び保険料の徴

収を適切に行いました。 

※被保険者数３，９２５人（年度末） ※総務費３，１６７千円 

 ※後期高齢者医療広域連合納付金３３５，１８４千円 

◆後期高齢者医療特別会計◇      ３３９，０１６千円（健康福祉課） 
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【水道事業】 

 

 

※財源内訳は、次の収益的収支・資本的収支 

【事業概要】 

水道事業は、地方公営企業法に基づき、水道施設を使った人から使った程度に応じて水道料金を負

担していただく「受益者負担の原則」により、独立採算制で経営されています。 

皆様のご家庭まで水を送り届ける営業活動の経費は、主に水道料金でまかなわれ、配水管の布設な

どに要する経費は、分担金等でまかなわれます。前者を収益的収支、後者を資本的収支として経理上

区分しています。 

【概要】 

・給 水 件 数        ９，５１４件 

・年間総給水量     ２，１７６，９９４㎥ 

・一日平均給水量        ５，９４８㎥ 

 

【収益的収支】 

・水道事業収益      ５２７，２８０千円 

水道料金       ４６２，９９３千円 

加入負担金       １８，９６２千円 

その他         ４５，３２５千円 

・水道事業費用      ４４６，９５５千円 

営業費用       ４４３，１６６千円 

（料金徴収業務、浄水場運転管理業務、法定水質検査、量水器交換業務、動力費等） 

企業債利息        ３，７８９千円 

その他              ０千円 

 

【資本的収支】 

・資本的収入       ３９２，６１７千円 

企業債        ３７６，７００千円 

分担金         １５，９１７千円 

その他              ０千円 

・資本的支出       ５２５，１４２千円 

建設改良費      ４９１，５０６千円 

東酒々井地先配水管布設替工事（９工区、１０工区）、尾上浄水場電気設備更新工事、 

飯積地先水管橋布設替工事他 

企業債償還金       ３３，６３６千円 

 

《詳しくは、上下水道課 電話 ４９６－７７２５》 

 

◆水道事業◇                      （上下水道課） 
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【下道事業】 

 

 

※財源内訳は、次の収益的収支・資本的収支 

【事業概要】 

下水道事業は安定した下水道サービスを提供し、効率的で安定的な事業運営を行うため、企業会計

方式を導入しています。 

皆様のご家庭からの汚水を終末処理場へ排水する営業活動の経費は、主に下水道料金でまかなわれ、

排水管の布設などに関する経費は、企業債や補助金でまかなわれます。前者を収益的収支、後者を資

本的収支として経理上区分しております。 

【業務量】 

・接 続 戸 数       ８，６６８戸 

・年間総排水量   ２，４９９，２７３㎥ 

・一日平均排水量       ６，８３９㎥ 

【収益的収支】 

・下水道事業収益     ３９５，０６０千円 

下水道使用料     ３３６，３０７千円 

その他         ５８，７５３千円 

・下水道事業費用     ４４７，７０８千円 

営業費用       ４３４，２２３千円 

  （汚水管清掃業務、ポンプ場及びマンホールポンプ維持管理業務、流域下水道維持管理費、

料金徴収業務等） 

企業債等利息       ８，３１９千円 

その他          ５，１６６千円 

【資本的収支】 

・資本的収入        ９０，５５７千円 

企業債          ６４，６００千円 

出資金             ０千円 

補助金          ２０，１２８千円 

その他           ５，８２９千円 

・資本的支出          １８８，６８８千円 

建設改良費        １３５，５９０千円 

中川２号幹線整備工事、飯積地区汚水管整備事業、墨マンホールポンプ場ポンプ更新工事、 

宗吾酒々井線歩道整備に伴う汚水管移設工事他 

企業債償還金       ５３，０９８千円 

 

 

《詳しくは、上下水道課 電話 ４９６－７７２５》 

◆下水道事業◇                    （上下水道課） 


